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検査内容変更のお知らせ 
 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素より格別のご高配を賜り 

厚くお礼申し上げます。 

この度、下記項目におきまして、検査委託先（株式会社エスアールエル）より検査内容 

変更の連絡がございましたので、ご案内いたします。 

ご利用の先生方には何卒ご理解賜りますよう、お願い申し上げます。 

謹白 

 

 

 

 

記 
 

■ 対象項目および実施日 

【実施日】 ２０２６年 ７月 ２日（木）ご依頼分より 

【対象項目】 ２頁目以降をご参照ください 

 

 

以上 

 

 

 

 

検査のご依頼に関するご不明な点やご要望等につきましては、弊社営業担当 

または学術インフォメーションまでお問い合わせ下さい。ＴＥＬ：０７５‐６３１‐６２３０ 
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■ 対象項目 

項目 

コード 
検査項目 変更内容 新 現 

検査案内 

掲載頁 
備考 

３３７９ 
フォン・ウィルブランド

因子抗原定量 

検査方法 ラテックス免疫比濁法 ラテックス凝集反応 

Ｐ６７ 

測定試薬変

更に伴う、

検査方法

（方法名）、

基準値、報

告範囲の変

更 

基準値 

（単位） 

非Ｏ型：６６～１７６ 

Ｏ型：４２～１４１ 

（％） 

５０～１５５ 

（％） 

報告範囲 
９未満、９～９９９、 

１０００以上 

５以下、 

６～９９９０００００ 

４００５ 

フォン・ウィルブランド

因子活性 

（リストセチンコファク

ター） 

検査方法 ラテックス免疫比濁法 固定血小板凝集法 
測定試薬変

更に伴う、

検査方法、

基準値、報

告範囲の変

更 

基準値 

（単位） 

非Ｏ型：６１～２４０  

Ｏ型：４８～２０２ 

（％） 

６０～１７０ 

（％） 

報告範囲 
７未満、７～４８０、 

４８１以上 

６以下、 

７～９９９０００００ 

３３３６ 

ヒト絨毛性ゴナドトロ

ピン 

（ＨＣＧ） 

項目名称 
絨毛性ゴナドトロピン

（βＨＣＧ） 

ヒト絨毛性ゴナドトロピ

ン（ＨＣＧ） 

Ｐ２２ 

測定試薬変

更に伴う、

項目名称、

基準値、報

告範囲の変

更 

基準値 

（単位） 

４.０以下 

（ｍＩＵ／ｍＬ） 

２.７以下 

（ｍＩＵ／ｍＬ） 

報告範囲 
１.３未満、 

１.３～９９９０００００ 

１.０以下、 

１.１～９９９０００００ 

１２３５ 
膵グルカゴン 

（ＩＲＧ） 

基準値 

（単位） 

空腹時８.８～４５.２ 

（ｐｇ／ｍＬ） 

空腹時５.４～５５.０ 

（ｐｇ／ｍＬ） 

Ｐ２４ 

測定試薬変

更に伴う基

準値、報告

範囲、備考

欄の変更 

報告範囲 

３.０未満、 

３.０～１９９０、 

２０００以上 

３.５未満、 

３.５～９９９９９９.９ 

備考欄 

指定の容器（Ｉ１）に採

血し、よく混和させ、１

時間以内に低温（４℃）

で血漿分離し、ただち

に凍結保存してくださ

い。他項目との重複依

頼は避けてください。

溶血でのご依頼は避

けてください。 

‐ 
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項目 

コード 
検査項目 変更内容 新 現 

検査案内 

掲載頁 
備考 

０８８２ 
ハプトグロビン 

（Ｈｐ） 

項目名称 
ハプトグロビン 

（型判別） 

ハプトグロビン 

（Ｈｐ） 

Ｐ３８ 

測定試薬変

更に伴う、

項目名称、

検査方法、

保存（安定

性）、検体

量の変更  

 

項目構成変

更に伴う変

更 

検査方法 ＴＩＡ ネフェロメトリー 

保存  

（安定性） 

冷蔵 

（２８日） 
冷蔵 

検体量 ０.６ｍＬ ０.５ｍＬ 

報告範囲 

親：‐ 

子１：Ｈｐ濃度： 

１未満、 

１～９９９０００００  

子２：Ｈｂ型判別：‐ 

親：１０以下、 

１１～９９９０００００ 

子１：型：‐ 

３２５９ 

ＴＲＡＣＰ‐５ｂ 

（骨型酒石酸抵抗性

ＡＣＰ） 

基準値 

（単位） 

女性 

閉経前 １２０～４２０ 

閉経後 ２５０～７７０ 

（ｍＵ／ｄＬ） 

女性（ＹＡＭ） 

１２０～４２０ 

（ｍＵ／ｄＬ） 

Ｐ１２ 

ガイドライン

に従った試

薬添付文書

記載の基準

値変更に伴

う変更 

０８７３ 
α１酸性糖蛋白 

（α１ＡＧ） 
所要日数

（日） 
３～６ ３～５ 

Ｐ３８ 

所要日数の

変更 

０８７４ 
α２マクログロブリン 

（α２‐ＭＧ） 
Ｐ６６ 
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項目 

コード 
検査項目 変更内容 新 現 

検査案内 

掲載頁 
備考 

３８１４ ＥＧＦＲ変異解析ｖ２.０ 備考欄 

採取された組織は速

やかに１０％中性緩衝

ホルマリン溶液に浸漬

し、固定を行ってくださ

い（推奨固定時間は６

～４８時間）。１２ヵ月以

内に作製したホルマリ

ン固定パラフィン包埋

（ＦＦＰＥ）ブロックより１

０μｍの厚さにて連続

切片を作製し、薄切後

６０日以内にご提出くだ

さい。なお、薄切時に

は検体ごとにミクロトー

ム刃を交換するなど、

コンタミネーションに充

分ご注意ください。ま

た、組織のホルマリン

固定により核酸が断片

化されているため、固

定液の種類や組成、固

定時間、固定後の検体

の保存状態によって

は、解析不可能となる

ことがありますので、

あらかじめご了承くだ

さい。 

提出の際には、ＨＥ染

色標本により腫瘍細胞

が確認されたホルマリ

ン固定パラフィン包埋

組織ブロックより１０μ

ｍの厚さの連続切片に

てスライド作成願いま

す。作成した未染標本

スライドは、マッペケー

ス（Ｕ容器）に入れ、室

温保存にてご提出下さ

い。なお、病理検査材

料は、組織のホルマリ

ン固定によりＤＮＡが断

片化されているため、

固定液の種類や、固定

時間といった保存状

況、保存年数によって

は、解析不可能なこと

がありますので、あら

かじめご了承ください。 

Ｐ９８ 

試薬添付文

書に合わせ

た内容に備

考を変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4/8 



 

 

 

● 病理専門医の変更 

 
病理専門医の変更に伴い、下記項目の「分画子：病理専門医によるレビュ－」または「分画子： 
医師による判定」の病理専門医名が変更となります。 

項目コード 検査項目 検査案内 
掲載頁 

４３８２ 乳癌ＨＥＲ２遺伝子（ＦＩＳＨ） Ｐ９８ 

０９７０ 乳癌 ＰＤ‐Ｌ１タンパク （ＩＨＣ） ＳＰ１４２ 非掲載 

３９９０ 胃癌ＨＥＲ２遺伝子（ＦＩＳＨ） 

Ｐ９８ ０５４０ 肺癌 ＰＤ‐Ｌ１タンパク（ＩＨＣ）２２Ｃ３ 

０５６０ 肺癌 ＰＤ‐Ｌ１タンパク（ＩＨＣ）２８‐８ 

０４９０ 肺癌 ＰＤ‐Ｌ１タンパク（ＩＨＣ）ＳＰ１４２ 

非掲載 

０９８９ 肺癌 ＰＤ‐Ｌ１タンパク（ＩＨＣ）ＳＰ２６３ 

４８２０ 肺癌ＡＬＫタンパク（ＩＨＣ）Ｄ５Ｆ３ 

４８３５ 頭頸部癌ＰＤ‐Ｌ１タンパク（ＩＨＣ）２８‐８ 

‐ ＣＬＤＮ１８タンパク（ＩＨＣ） 

‐ 大腸癌ＨＥＲ２タンパク（ＩＨＣ） 

‐ 大腸癌ＨＥＲ２遺伝子（ＦＩＳＨ） 

‐ 食道癌ＰＤ‐Ｌ１タンパク （ＩＨＣ） ２８‐８ 

‐ ＦＧＦＲ２融合遺伝子（ＦＩＳＨ） 

‐ ＭＭＲタンパク（ＩＨＣ） 
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● フォン・ウィルブランド因子抗原定量 

 

▼現法と新法の相関図 

 

 
【委託先検討データ】 

●参考文献 

測定法：Ｓｔｕｆａｎｏ Ｆ． ｅｔ ａｌ：Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｉａ ２０（１）：１４７～１５３， ２０１４． 

 

● フォン・ウィルブランド因子活性（リストセチンコファクター） 

 

▼現法と新法の相関図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【委託先検討データ】 

●参考文献 

測定法：Ｓｔｕｆａｎｏ Ｆ． ｅｔ ａｌ：Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｉａ ２０（１）：１４７～１５３， ２０１４． 
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● ヒト絨毛性ゴナドトロピン（ＨＣＧ） 

 

▼現法と新法の相関図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【委託先検討データ】 

●参考文献 

測定法：高橋 亘， 他： 医学検査５７（４）：４０４， ２００８． 

 

●膵グルカゴン（ＩＲＧ） 

 

▼現法と新法の相関図 

 

  
【委託先検討データ】 

●参考文献 

測定法： 北村 忠弘， 他：医学と薬学８２（４）：２２９～２３９， ２０２５． 
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● ハプトグロビン（Ｈｐ） 

 

▼現法と新法の相関図 

 

 
【委託先検討データ】 

 

●参考文献 

測定法：伊藤 忠一：検査と技術 ２２（５）増刊号：４２～４３， １９９４．  
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